
઴数ఐ指଑案

１，総ହをഭみઉす。

平成29年ઔં小学ૅ学ಆ指଑要୩解ହ ઴数ౣP1
第1ฆ総ହ１改ၖの経༬఺び基本方ଉ（１）改ၖの経༬

କ 今の子୹たちやこれからไ生する子୹たちが，
成人して社会でણඩするႃには，
೑が国はడしいර戦の時代をಶえていると予୳される。

അ 生産年ೡ人ઠの減૘，
１ グローバル化の進னやബえ間ないૼ୒୓新ಉにより，

社会ଡୗや౻用୭୆は大きく，
また૶சに૗化しており，
予೾が൑୔な時代となっている。

അ また，૶ౕな૘子高ೡ化が進む中で成࿃社会をಶえた೑が国にあっては，
２ 一人一人が持続૭ચな社会の૿い手として，

その多஘性を原動力とし，
ସ的な௹かさをൣった଻人と社会の成⾧につながる新たな੼கを生み出していくこ
とが期ୄされる。

ૡ こうした૗化の一つとして，
１ 人工知ચ（ＡＩ）のఄඩ的な進化を଱げることができる。

ૡ 人工知ચが自ら知௙を໪୛的に理解し，
２ ઓઅし઩めているとも言われ，

౻用の૔り方や学ૅにおいてඃ得する知௙の意௡にも大きな૗化をもたらすのでは
ないかとの予೾もંされている。

ૡ このことは同時に，人工知ચがどれだけ進化しઓઅできるようになったとしても，
３ そのઓઅの目的をଖえたり，目的のよさ・正しさ・஖しさを判૵したりできるのは

人間の最も大きな強みであるということのગ認௙につながっている。

結 このような時代にあって，
学ૅઇ୘には，
子୹たちが஘々な૗化に஋ா的に向き合い，
౎者と協௮してୖ題を解決していくことや，
஘々な情報を見ாめੴ௙の໪୛的な理解を実現し情報をગଡ成するなどして
新たな੼கにつなげていくこと，
ളහな૾ய૗化の中で目的をગଡണすること

ができるようにすることが੷められている。



２，小5઴数ఐでプログラミングણ動の機会を保௽させるஉು

平成29年ઔં小学ૅ学ಆ指଑要୩解ହ ઴数ౣP248～
第３ฆ૚学年の目ఏ఺び内ઍ第５ත第５学年の目ఏ఺び内ઍＢ௕஄

Ｂ（1）平એ௕஄の性ସ

（1）平એ௕஄に関わる数学的ણ動を通して，ઃの事ඨをମにહけることができるよう
指଑する。

ア ઃのようなੴ௙఺びૼચをମにહけること。
ア ௕஄の஄や大きさが決まる要ಞについて理解するとともに，௕஄の合同につい

て理解すること。
イ 三ഓ஄や஛ഓ஄など多ഓ஄についてのල౐な性ସを理解すること。
ウ 円と関連させて正多ഓ஄の基本的な性ସをੴること。
エ 円ఢ૨の意௡について理解し，それを用いること。

ウ 正多ഓ஄
ఈの⾧さが全てಉしく，ഓの大きさが全てಉしい多ഓ஄を，正多ഓ஄という。正三ഓ஄
や正方஄は，正多ഓ஄である。正多ഓ஄には，円の内ડにぴったり入る（円に内மす
る），円の外ડにぴったりமする（円に外மする）などの性ସがある。
୻えば，円に内மする正ழഓ஄のຘ点と円の中心とを結んでできるழつの三ഓ஄は，
੸ಉఈ三ഓ஄であり，全て合同である。また，౽つの合同な正三ഓ஄を一つのຘ点がુ
通になるようにధべると，正౽ഓ஄ができる。円ఢをその円の઄ྫྷの⾧さでયજってい
くことによってできる஄は，઄ྫྷとಉしい⾧さを一ఈにもつ正౽ഓ஄になる。
このように，正多ഓ஄について円と組み合わせて੿௕をしたり，正多ഓ஄についての性
ସを，円の性ସと関連હけて理解できるようにする。

なお，第３の「指଑計઺の੿成と内ઍの取ඞい」の２の（2）ではઃのようにછかれ
ている。「数୤や௕஄についての૎ಁを௹かにしたり，表やグラフを用いて表現する力
を高めたりするなどのため，૑要な場એにおいてコンピュータなどをిજにણ用するこ
と。また，第１ฆ総ಋの第３の１の（3）のイにൕげるプログラミングを体ୡしながら
૛理的ઓઅ力をମにહけるための学ಆણ動を行う場合には，ుญの଀૿にଦൟしつつ，

୻えば第２の૚学年の内ઍの〔第５学年〕の「Ｂ௕஄」の（1）における
正多ഓ஄の੿௕を行う学ಆに関連して，
正નな೷りନし੿業を行う૑要があり，
ಌに一部を૗えることでいろいろな正多ഓ஄を同஘にઅえることができる場એ
などで取りඞうこと。」

これは，正多ഓ஄の学ಆに関連して，
ుญの଀૿にଦൟし，
コンピュータをણ用して正多ഓ஄の੿௕をするプログラミングを
体ୡすることができることをંしている。



３，平成30年11月ધఐ省発行「小学ૅプログラミングઇ୘の手引（第੸ග）より

Ａ 学ಆ指଑要୩に୻ંされている౐元ಉで実઱するもの
Ａ－⋇ プログラミングを通して、正多ഓ஄の意௡を基に正多ഓ஄をかく場એ
（઴数 第５学年）

௕஄をଡ成する要ಞにା目し、プログラミングを通した正多ഓ஄のかき方を発ன的に
અ௄したり、௕஄の性ସを見いだしたりして、その性ସを൙道を立ててઅえହ明した
りする力をન実に୘みます。
ここでは、正多ഓ஄について、「ఈの⾧さが全てಉしく、ഓの大きさが全てಉし

い」という正多ഓ஄の意௡を用いて੿௕できることを、プログラミングを通してન認
するとともに、人にとっては୔しくともコンピュータであればઍಔにできることがあ
ることに気હかせます。

（学ಆの位઼હけ）
この学ಆは、正多ഓ஄の౐元において、正多ഓ஄の基本的な性ସや、円と関連させて
正多ഓ஄を੿௕することができることを学ಆした後にன開することが୳定されます。

（学ಆણ動とねらい）
学ಆણ動としては、୻えば、「ఈの⾧さが全てಉしく、ഓの大きさが全てಉしい」と
いう正多ഓ஄の意௡を用いて正多ഓ஄を੿௕するといったୖ題を設定し、定ૠと分度
ஓを用いた੿௕とプログラミングによる੿௕の൨方を૥みるといったことがઅえられ
ます。

はじめに、正౽ഓ஄などを定ૠと分度ஓを用いて੿௕することを૥みさせ、手છきで
はわずかな⾧さやഓ度のずれが生じて、正નに੿௕することは୔しいことを実૎させま
す。

ઃいで、プログラミングによる正方஄の੿௕のல方を学௻全体でઅえ、଻શྼは૘人
数で実際にプログラミングをして正方஄が正નに੿௕できることをન認した上で、プロ
グラミングによる正三ഓ஄や正౽ഓ஄などの੿௕に取り組みます。

ుญは、手છきで正方஄を੿௕する際の「⾧さ□ cm の଍を引く」、「（଍のഈから）
ഓ度が 90 度の向きを見હける」といった動きに、どの୵ഥが対ૢし、それらをどの
ようなದ๰で組み合わせればよいのかをઅえ（プログラミング的ઓઅ）、また、೷りନ
しの୵ഥを用いるとプログラムがලၷにછけることに気હいていきます。

そして、「正三ഓ஄をかこうとして 60 度（正౽ഓ஄をかこうとして 120 度）ශがる
と୵ഥすると正しくかくことができないのはなぜか」、「なぜ正三ഓ஄のときは 120 度
で、正౽ഓ஄のときは 60 度でかけるのか」といったઑ問をもち、౎のుญと話し合
い૥行჻ෙすることによって、௕஄のଡ成要ಞにା目して、正多ഓ஄のഓの大きさとශ
がるഓ度との関બを見いだしていきます。

また、正三ഓ஄や正౽ഓ஄だけでなく、正ழഓ஄や正ે੸ഓ஄など、ఈの数が多い正多
ഓ஄も೷りନしの回数や⾧さ、ഓ度を通してઅえてかいていきます。
さらに、「ఈの⾧さが全てಉしく、ഓの大きさが全てಉしい」という正多ഓ஄の意௡を
用いてઅ௄することにより、今までかいたこともない正多ഓ஄をかくことができること
とともに、人が手੿業でするのは୔しかったり手間がかかりすぎたりすることでも、コ
ンピュータであればઍಔにできることもあるのだということに気હくことができます。



４，本時のன開

時間 生െの意見・ણ動 ઇపの発問・支ର ஄ଙ 指଑上の೏意点

正多ഓ஄の性ସを୮ಆする
正多ഓ஄の性ସを言୴で表現できる

前 ઇ 対 ⋇正多ഓ஄を๜くとき，຦さん 全
時 ప 話 ⋇分度ஓ，ものさし，三ഓ定ૠ はどんな道఻を用いますか
の の 的
୮ ହ な ⋈手છきによる不೶な点は୦で
ಆ 明 ହ ⋈ずれる，正નではない， すか

明

ୖ題1 （ದઃ૪理で）プログラミングによる正方஄の੿௕についてઅえよう
O 理 生
U 解 െ ⋉ホワイトボードで実際に๜い ଻
T ન 自 ⋉「アリの฻」を用いて๜いてみる てみよう
P 認 ମ
U の ⋊プログラミングには，初期設
T ହ ⋊リセットボタンが૑要なことを知 定が૑要な事を知らせる。
さ 明 る ・スタートの位઼（ౠఏ）
せ ・向き
る ・଍の଎ு

⋋ブロックを一つ一つの動੿に ペア
⋋ブロックを用いたプログラミング 対ૢさせるようにプログラミン
にຯれる グする。（ದઃ૪理）

（プログラミングઇ୘の手引きより）手છきで正方஄を੿௕する際の「⾧さ□ cm の଍を引く」、
「（଍のഈから）ഓ度が 90 度の向きを見હける」といった動きに、どの୵ഥが対ૢし、それらをどの
ようなದ๰で組み合わせればよいのかをઅえ（プログラミング的ઓઅ）、また、೷りନしの୵ഥを用い
るとプログラムがලၷにછけることに気હいていきます。

ୖ題2 （ખ୮૪理で）プログラミングによる正三ഓ஄の੿௕についてઅえよう
ઇ
え ⋌೷りନしのブロックを指଑
合 ⋌೷りନしのブロックで正方஄が๜ し，正方஄のದઃ૪理をખ୮૪ ྉ
い ける。 理で表現させる。
ણ
動 ⋍೷りନしのブロックを用いて

生െのଷ૷୻ 正三ഓ஄を๜かせる。
回ૡഓ度のகを内ഓである60度

を代入してしまう。 （ଷ૷させた後）ホワイトボー
ドで୦度回ૡさせているかゆっ ペア

⋍ホワイトボードでઅえる くりઅえさせる。

（プログラミングઇ୘の手引きより）正三ഓ஄をかこうとして 60 度（正౽ഓ஄をかこうとして 120 度）ශが
ると୵ഥすると正しくかくことができないのはなぜか」、「なぜ正三ഓ஄のときは 120 度で、正౽ഓ஄のときは 6
0 度でかけるのか」といったઑ問をもち、౎のుญと話し合い૥行჻ෙすることによって、௕஄のଡ成要ಞにା目
して正多ഓ஄のഓの大きさとශがるഓ度との関બを見いだしていきます。

ୖ題⋉ 今まで๜いたことのない正多ഓ஄の੿௕にර戦しよう
自 理
ഞ 解 ⋎正౽ഓ஄・正ழഓ஄や正੸ે
௬ ૾ ഓ஄など，自分が設定した௕஄
੼ ଙ を๜かせる

の
表 ※ഓの数が多くなる場合は઺એ
現 からはみ出るので，న数を小さ

くする



【プログラミングણ動における正多ഓ஄の੿௕】 ੽
名

本日のめあて
「プログラミングで正多ഓ஄を੿௕することで，そのよさやઅえ方を学ぼう」

1，（5年生の୮ಆ）「正多ഓ஄」の性ସをછいてください。

（ ）が全てಉしく、（ ）が全てಉしい௕஄

2，プログラミングで正多ഓ஄を๜くときの約൶をまとめよう

の 正多ഓ஄ 【ఈの数】→プログラミングでは 「ᆦདBeetleが
の名ู （★ ）の回数 回ૡするഓ度」

3，プログラミングで正多ഓ஄を๜くときに
「ఈの数」と「イラストが回ૡするഓ度」にはどんな関બがあるだろうか

【ふりかえり】（1:全ேできなかった 2:あまりできなかった 3:まぁまぁできた 4:よくできた）

⋇コンピュータで੿௕することのଐさを૎じることができた・・・・・・

⋈自分が行いたい動きとプログラミングの୵ഥするブロックを
結びつけることができた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

⋉ブロックをどのようなದ୞で組み合わせればよいか，અえることができた




